
衛生委員会議事録（第 28 回） 

日 時 2019年 9月 18日 17：00 

場 所 本社会議室 Milan（8人円卓） 

出 

席 

者 

委 員 長 人事総務部 高野 

産 業 医 諏訪内医師 

衛生管理者 人事総務部 高野 

事 務 局 人事総務部 清水 

委   員 
内部監査室 神原、マーケティング部 原、 

マーケティング部 佐藤、営業推進部 松坂 

議    

題 

（１）休職者・労働災害・長時間労働者の報告 

（２）産業医の講話 

決
定
事
項
・
報
告
事
項 

(１)2019 年 8 月度について、休職者、長時間労働者、労働災害の状

況について説明があった。 

(２)諏訪内医師より、スメルハラスメントについて衛生委員会委員

が受講。内容は下記のとおり。 

・インターワイヤード株式会社が運営するネットリサーチ

「DIMSDRIVE」実施のいわゆる「スメハラ」についてのアンケートの

結果、スメハラの認知度は、男性 26.7%に対して女性 37.1%と 10.4ポ

イントの差があった（ｎ＝3,644、期間 2018年 5月 10日から 5月 25

日）。女性に比べて男性には、スメハラがハラスメントになるという

意識の薄い項目と考えれられる可能性がある。 

・他人のニオイが気になる人に、どんなニオイが気になるかアンケ

ートをとった結果、1 位１は「口臭」が 63.6%、2 位「タバコ臭（タ

バコを吸った後のニオイ）」58.1%、3位「汗・あぶら汗」54.7%、4位

「香水・コロン」39.2%、5位「お酒くささ（アルコール臭）34.6%、

6位「脇（ワキの汗じみ）」32.8%という結果。あらゆる他人のニオイ

の中で、最も気になるものが「口臭」であることが分かった。 

・ニオイ対策については、風呂やシャワーで念入りに体を洗うこと、

口臭防止剤やガムを噛むなど、制汗シートや制汗スプレーを使用す

ることなどが有効である。 

・自分のニオイで不快感を与えていても、他人から指摘してもらえ

ることはあまりない。自分のニオイは自主的に対策をするのがマナ

ーであり、自分自身でニオイを確認することが大切。 
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